
「生命保険の月」に寄せて
一般社団法人 生命保険協会

スマホの写真を整理して、
スッキリと！

写真をたくさん撮りすぎてデータがいっぱいになっていませんか！？
特 集

特集 第7回
プライベートを充実させる！

会長 稲垣 精二 氏

トリプルアニバーサリーイヤー

令和ゆかりの地にて令和ゆかりの地にて

JAIFA創立60周年JAIFA創立60周年
in記念大会記念大会 福岡開催！

2022年10月13日（木）・14日（金）
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日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』10月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください





昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の運勢

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

運勢階段の最上階で過ごす今月は、自分の気もあな
たを取り巻く周囲の状況も良くありません。いつも
の自分と違い欲深くなっていて、ピンボケです。そし
て周りからは必要以上に邪魔が入ります。余計な事
に心を砕かず、しっかり自分の内面の強化や、足元固
めに専念しましょう。ビジネス運は動かないで流れ
を良く見て、現状維持と次の作戦や準備に時間を掛
けましょう。金銭運はもう少し後から来ます。今はそ
の為の仕込みの時ですから現状維持を守りましょ
う。社交運も現状維持ですが、お誘いは多いでしょう。
開運★西北吉方位～ここで営業活動を。
（努力の結果が出て、周囲にあなたの良い評判が
流れ千客万来を呼ぶ）

盛運3期目の今月は、あらゆる物事に整理がついて
あなたの望みが叶う時です。しかし、油断は禁物で
す。あなた自身の考え方や行動は時々的外れを起
こしますので、今月だけは周りの意見に従いましょ
う。ビジネス運は自分で仕掛けた案件事項は邪魔
が入り、中々形になりません。周りから持ち込まれ
た話は気持ちさえ合えば全てOKです。金銭運は入
るよりも出銭の方が多くなりそうですから要注意。
計画的な投資など、今期はしてはなりませんので
良く相談して決めましょう。社交運は中味のない
話に振りまわされそうですから気を付けましょう。
開運★南大吉方位～ここで営業活動や飲食を。�
（復活の兆しあり、良い情報と営業利益が上がる）

衰運の2期目で衰沈の時。衰運が進み、元気や金銭
などが三分の一減少する時です。そして自分は働
く意欲がまるでなく、遊興三昧になりがちです。お
仕事モードに中々帰れません。一時停止ですから、
ここは夏の疲れを取り除き、次のステップへの準備
をしておくことです。ビジネス運は自分の感覚に支
えられますから、気の流れや直感を大事にして活動
し、無理をしないで心身のビタミン補強をして体力
増強をはかりましょう。金銭運では営業利益がアッ
プしています。社交運は現状維持を守りましょう。
開運★東北大吉方位～ここで商談、飲食などを。
（大きなチャンスで良い変化を起こす。金銭運が開
運になる）

衰運の3期目で自分の身や周りなどに変化が起
こりやすい時です。あなた自身の考え方や行動は
的確に判断ができる時です。多少の事があって
も自分から流れを変えないで現状維持に沿って
活動しましょう。取り巻く周囲の状況は良くない
です。何かとあなたに変化をさせようと気の迷い
を生じさせますので注意しましょう。ビジネス運
は現状維持で、組織や顧客名簿などを確認して
おきましょう。案外良い結果の案件が見つかりま
す。金銭運は残念ながら現状維持です。社交運は
上昇傾向にあります。人気運がアップしています。
開運★北大吉方位～この方位で開運の為に神様にご祈願を。
（身内感覚の人と出会う。組織の絆が深くなる）

待望の盛運1期目です。ここでの過ごし方は「奉仕
は貴方の宝」というように、全ての時間を掛けてボ
ランティアの精神で過ごしましょう。物事が始まっ
たばかりですが、あなたの考えは的確で行動もピ
ントピタリです。ですが、取り巻く周囲の状況は良
くありません。うかつに周りの言う通りに行動して
いくと散財してしまい、トータル70％の仕事しか
できなくなります。ビジネス運は単独行動で周り
とは距離をおきましょう。金銭運は営業利益が良
好ですが、無駄遣いも多くなりそう。社交運はお誘
いが多いので、三度に一度はお断りしましょう。
開運★西北吉方位～日帰り程度で小旅行を。
（千客万来を呼び込めそう。金銭運にも強い開運方位）

衰運の最後の時で衰極となります。今までの流
れと違い何をするにも力が入りません。今月のあ
なたは体力が消耗しているので、気力もわいてこ
ないのです。その上財力も回りません。何もかも
が底をついているのです。幸い自分の気持ちは
沈んでいても、取り巻く周囲の状況には最高の運
気が付いているので、今月の後半からは上昇しま
す。ビジネス運は周囲の力に委ね、来月に備えて
準備をしておきましょう。金銭運は持ち込まれる
運気が良いので、後半は恵まれます。社交運は情
に絡めた付き合いは程良い所で終わりましょう。
開運★東北吉方位～ごく近くで営業活動を。
（東北は最高の開運になる。ここの神社に開運の参詣を）

2022 年 10 月節 10.8▶11.6

躍進できる時を迎えました。盛運期の2期目、まだ
まだ運気はひ弱ですが明るい兆しの中です。本来自
分が存在する位置での今月の過ごし方は、「どんな
ことをしても発展できる」という確信をもち過ごす
ことです。ビジネス運は思い切って出ていきましょ
う。今までできなくて放置したままの仕事やビジネ
ス関係は再生しますので、再トライしてみましょう。
成果になります。金銭運はもう少し後になってから
の収益になります。社交運は新しい出会いは望めま
せんが、古い付き合いの方との交流が盛んになりま
す。（必ず紹介話から）千客万来に結びます。
開運★西北大吉方位～ここで商談や営業活動を。�
（大きなお金に縁ができる。人の波に乗れる）

運気は今月から衰運の1期目です。自分の運気は大き
な枠の中で少々体力的に厳しい状況です。自分を取り
巻く周囲も良くありません。物事が常に何かにぶつか
るようなギクシャクした流れです。つまり波動も気の
流れもアンバランスなのです。しかし、ビッグチャンス
も隠されていることですから頑張りましょう。ビジネ
ス運は勢いがあり、上司や目上の方々からの支援があ
りそうです。目標に向かいながら体力維持にも気を付
けましょう。金銭運は良好です。社交運は単独行動で、
しばらくは隙間を作って良い流れを呼び込みましょう。
開運★西南吉方位～ごく近くを散歩程度。
（良い情報が入る。二度の作用があるので最後は良い結
果です）

衰運の4期目で衰旺の時です。物事の全てが明る
みに出る時でもあり、生離死別の時でもあります。
離合集散の場所はあらゆる物が離れる時です。古
いビジネス用の鞄や、財布、カード入れ、名刺入れ
等々はこの際、新しく入れ替えましょう。ビジネス
運は自分の感覚も周囲の状況も行動も全てにお
いてピンボケですから、単独行動でゆったりとし
て過ごしましょう。金銭運は出銭が多いでしょう。
無駄遣いをしていると来月に赤字の暗示で困り
ますから、ほどほどに出費は控えましょう。社交運
は再婚希望者には朗報。再会が多くなります。
開運★東北大吉方位～ここで営業活動や商談を。
（大きな金銭の話が舞い込む。相続問題や長男の問題も解決する）



本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育部会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

新型コロナウイルス感染症の影響下でお悩みになって 
いる方々に寄り添えるよう、厚生労働省では各種窓口
をご紹介しています。

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000622924.pdf
※�詳細は厚生労働省「生活を支えるための支援のご案内」リーフレットをご参照ください。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962年���創　　　　立 ＜ 60周年＞
2002年���名 称 変 更�＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012年� 公益社団法人認定�＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

新型コロナウイルス感染症予防のために

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億8,260万6,095円
令和4年度 募金現在額は205万8,243円です （令和4年8月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

/2022
～今年度の表紙は福岡にゆかりがある写真を掲載しています～
桜井二見ヶ浦夫婦岩　福岡県糸島市にある桜井二見ヶ浦は、「日本の渚百選」「夕日百選」として�
選ばれている。夫婦岩は海岸より約150ｍの海中に屹立し、古くから県指定文化財である櫻井神社社地�
として神聖な場所とされており、四季を問わず多くの観光客が訪れている人気のスポット。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運
02 特集　第 7 回　プライベートを充実させる！ 
 スマホの写真を整理して、スッキリと！
06  第 76 回　生命保険の月に寄せて
08 第 90 回　ゼロから学ぶ税金講座 
 何が違う？―iDeCo と NISA（中編）
10 第 238 回　ありがとう生命保険 
 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
 ｢あーちゃんの “ 思いやり ”」 
 岐阜県　各務原市立鵜沼中学校　2 学年　平田　菜々花

12 第 67 回　社会保険 Q&A 
 遺族年金が支給されない？

13 第 127 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
  【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～誠実さが伝わるひと言を加える～
14 第 205 回　お客様からの感謝の声 
  46 歳で突然天国に旅立った夫。 

今も家のどこかで 
家族を守ってくれているでしょう

18 第 139 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
  上がり続ける電気代。節約のポイントはここ！
19 第 50 回　想いをつなぐ 
  コロナ疲れを音楽で癒したい
20 第 49 回　JAIFA　VOICE 
  メガネ回収のボランティアで 

200 個を超えるメガネが集まりました！
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特 集

第　 回

見
た
い
写
真
を

す
ぐ
に
探
せ
る
よ
う
整
理

日
常
や
旅
先
で
の
ス
ナ
ッ
プ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

投
稿
な
ど
、
い
ま
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
カ
メ

ラ
の
お
か
げ
で
、
誰
も
が
思
い
出
を
手
軽
に
残

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
せ
っ
か
く
の
写
真
も
、
い

つ
・
ど
こ
で
撮
影
し
た
も
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

見
た
い
写
真
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な
い
と
、
ス

ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
写
真
を
撮
っ
た
ら
早
め

に
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
写
真
は
削
除
し
よ
う
！

写
真
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
不
要
な
写
真

を
削
除
す
る
」
こ
と
で
す
。
家
の
中
の
整
理
で

も
、
必
要
な
も
の
と
不
要
な
も
の
を
分
け
て
、

い
ら
な
い
も
の
は
処
分
す
る
の
と
一
緒
で
す
。

不
要
な
写
真
を
い
つ
ま
で
も
と
っ
て
お
く
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ス
ト
レ
ー
ジ
の
無
駄
づ
か

い
で
す
。
ス
ト
レ
ー
ジ
の
容
量
に
は
上
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
写
真
が
保
存
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
写
真
を
仕
分
け
す
る
】

必
要
な
写
真
と
不
要
な
写
真
の
仕
分
け
を
し

ま
す
。
直
感
的
に
、
こ
れ
は
不
要
と
思
わ
れ
る

も
の
は
す
ぐ
に
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て

も
悩
む
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
削
除
す
る
と
き
に
は
次
の
よ
う

な
基
準
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
カ
メ
ラ
の
性
能
が
向
上
し
、
日
常
的
な
写
真
撮
影

で
あ
れ
ば
、
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
十
分
と
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
撮
影
で
き
る
こ
と
は
魅
力
で
す
が
、

手
軽
さ
ゆ
え
に
ス
マ
ホ
の
中
に
写
真
は
た
ま
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
の
整
理
・
保
存
方
法
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
写
真
を
整
理
し
て
、

　

 

ス
ッ
キ
リ
と
！
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ピ
ン
ぼ
け
や
手
ブ
レ
の
写
真
は
、
真
っ
先
に

整
理
の
対
象
に
す
べ
き
写
真
で
す
。
ま
た
、
構

図
が
似
通
っ
た
も
の
は
、
連
写
機
能
で
撮
影
し

た
も
の
に
あ
り
が
ち
で
す
か
ら
、
お
気
に
入
り

の
数
枚
以
外
は
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
メ
モ
代
わ

り
に
撮
っ
た
写
真
は
、
内
容
を
手
帳
な
ど
に
転

記
す
る
か
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
て
お
き
ま
す
。

【
ア
プ
リ
を
使
っ
て
仕
分
け
も
】

こ
う
い
っ
た
作
業
を
一
つ
ず
つ
や
っ
て
い
く
と
、

時
間
も
か
か
り
途
中
で
投
げ
出
し
て
し
ま
い
た

く
な
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
自
動
で
不
要
な

写
真
を
仕
分
け
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、

効
率
よ
く
仕
分
け
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

別
表
で
ア
プ
リ
の
一
例
を
掲
載
し
ま
し
た
。
重
複

し
た
写
真
や
似
た
よ
う
な
写
真
を
自
動
で
見
つ
け

出
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
表
示
さ
れ
た
写
真
を
確

認
し
な
が
ら
、
不
要
な
写
真
を
削
除
で
き
ま
す
。

と
は
い
え
、
ア
プ
リ
だ
け
で
不
要
な
写
真
を

完
璧
に
仕
分
け
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

最
初
に
ア
プ
リ
で
ざ
っ
く
り
と
整
理
し
、
あ
と

は
自
分
の
目
で
確
認
し
な
が
ら
削
除
す
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

整
理
し
た
ら
写
真
を
保
存
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
に
必
要
な
写
真
だ
け
を

残
し
た
ら
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
ス
マ
ホ
以
外
の
場

所
に
移
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
が
壊
れ
た
と
き
で
も
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
別
の
保
存
場
所
を
確
保

し
て
お
け
ば
、
大
切
な
写
真
が
見
ら
れ
な
く
な

る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
法
に
は
、
「
パ
ソ
コ
ン
に

保
存
」
「
外
部
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
」
「
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
保
存
」
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
す
る
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
パ
ソ
コ
ン
を
繋
ぎ
、
写

真
デ
ー
タ
を
転
送
す
る
方
法
で
す
。
そ
れ
ほ
ど

手
間
も
か
か
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
フ
ォ
ル
ダ
を

作
れ
ば
、
写
真
の
分
類
も
好
み
に
よ
っ
て
ア
レ

ン
ジ
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
大
量
に
保
存
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン

の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
容
量
に
よ
っ
て
は
、

デ
ィ
ス
ク
が
圧
迫
さ
れ
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン

の
動
作
が
遅
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
た
ら
写
真
デ
ー
タ

を
取
り
出
す
の
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
も
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
見
た
い
と
き

● �ピントが�
合っていないもの

●手ブレしているもの
●構図が似通ったもの
● �メモ代わりに�
撮ったもの

不要な写真を削除するアプリ

名称 特徴 対応OS

ALPACA

● �「削除する写真」ではなく
「残す写真」を選ぶ形式
● �30日以内なら削除した�
写真の復元が可能

iOS

ギャラリー

● �似通った写真をワンタッ
プでまとめて削除

● �誤って削除された写真を
復元する機能を搭載

Android
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

に
手
早
く
探
す
の
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
は
、
頻
繁
に
見
返
す
こ
と
が
な
く
、

長
く
取
っ
て
お
き
た
い
写
真
を
保
存
す
る
の
に

向
い
て
い
ま
す
。

【
外
部
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
す
る
】

パ
ソ
コ
ン
に
写
真
を
保
存
し
た
ら
、
外
付
け

の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
の
外
部
メ
デ
ィ
ア
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
取
っ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
パ
ソ

コ
ン
が
壊
れ
た
と
き
の
た
め
に
も
安
心
で
す
。

外
付
け
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
保
存
容
量

も
大
き
く
、
値
段
も
比
較
的
手
頃
な
も
の
が
増

え
、
操
作
も
簡
単
で
す
。
た
だ
し
、
機
器
の
寿

命
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
よ

り
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
方
が
安
全
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
よ
う
に
大
容
量

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
劣
化
や
寿
命
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
が

長
期
保
存
に
は
向
い
て
い
ま
す
。

頻
繁
に
見
返
す
こ
と
が
な
い
、
将
来
的
に
長

く
保
存
し
て
お
き
た
い
な
ど
の
写
真
は
、
最
初

か
ら
外
部
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

【
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
サ
ー
バ
ー

や
ス
ト
レ
ー
ジ
に
写
真
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
保
存
場
所
と
し
て
は

一
番
の
お
す
す
め
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

同
期
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
撮
影
の
た

び
に
自
動
保
存
が
可
能
な
こ
と
や
、
過
去
の
写

真
を
見
た
い
と
き
に
も
、
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
こ
と
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
無
料
版
と
有
料

版
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
保
存
で
き
る
容
量
が

違
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
有
料
版
の
方

が
保
存
で
き
る
容
量
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
分

た
く
さ
ん
の
写
真
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。

ど
れ
く
ら
い
保
存
で
き
る
か
の
目
安
で
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
は
、
撮
影

サ
イ
ズ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
概
ね
１
枚
あ
た
り

２
〜
３
MB
（
メ
ガ
バ
イ
ト
）
程
度
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
１
０
０
ＧＢ
（
ギ
ガ
バ
イ
ト
）
の
容

量
の
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ら
、
１
枚
あ

た
り
２
ＭＢ
の
写
真
で
約
５
万
枚
の
写
真
を
保
存

で
き
る
計
算
で
す
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ト
が

お
す
す
め

主
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ト
」
な
ら
、

グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て
い
れ
ば
誰
で

も
利
用
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の
同
期
が

自
動
で
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

容
量
は
無
料
で
15
ＧＢ
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
同
じ

グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

端
末
の
種
類
を
問
わ
ず
写
真
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
家
族
や
友
人
と
写
真
を
共
有
す
る
こ

と
も
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
機
種
変
更
し

た
と
き
で
も
写
真
デ
ー
タ
の
移
行
の
手
間
が
最

小
限
で
済
み
便
利
で
す
。

た
だ
し
、
15
ＧＢ
の
容
量
は
他
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
、
Ｇ

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
な
ど
）
を
含
め
た
容
量
で
す
。
普
段

か
ら
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
サ
ー
ビ
ス
を
多
用
し
て
い

る
場
合
、
特
に
Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
添
付
フ
ァ
イ
ル

の
や
り
取
り
が
多
い
人
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ト
で
は
保
存
だ

け
で
な
く
、
写
真
を
撮
影
し
た
時
期
や
場
所
に

よ
っ
て
自
動
的
に
分
類
す
る
機
能
も
あ
る
の
で
、

写
真
整
理
の
ア
プ
リ
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は

便
利
だ
け
ど

自
動
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
可
能
な
こ
と
で
便

利
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
あ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
通
信
障
害
や
サ
ー
バ
ー
ト
ラ
ブ
ル
で
、

写
真
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

デ
ー
タ
が
消
え
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
第
三
者
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
で
写

真
が
外
部
に
漏
れ
る
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
つ
つ
も
、
パ

ソ
コ
ン
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
外
部
メ
デ
ィ
ア
で
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
併
用
す
る
こ
と
が
、
大
切
な

写
真
を
守
る
手
段
に
な
る
で
し
ょ
う
。

主なクラウドサービス比較

名称 無料の容量 内容・特徴

Google�
フォト 15GB

iOS、Androidで利用できる。
無料になるのは、
他のGoogleサービスを
含めた容量になるので注意

iCloud 5GB

iPhoneユーザーには便利。
有料プランは
50GBまで月額130円、
200GBまでは月額400円（※）

One�Drive 5GB

有料プランは100GBまで
月額229円（※）

Microsoft365ユーザーは、
1,000GBまで無料

Amazon�
photos 5GB

プライム会員（月額500円）は
容量無制限になり、
写真もオリジナルサイズの
フル解像度で保存可能

※有料プランの料金は2022年7月現在
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は
じ
め
に

本
年
７
月
に
生
命
保
険
協
会
の
会
長

に
就
任
し
た
第
一
生
命
の
稲
垣
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
が

国
内
外
の
経
済
・
社
会
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
、
生
命
保
険
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
複
雑
化
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
予
期
せ

ぬ
出
来
事
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
に
向
け
て
徐
々

に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
お
客
さ
ま
の
価
値
観

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
急
激
に
加

速
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

J
A
I
F
A
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
前
例
の
な

い
不
確
実
な
時
代
に
お
い
て
も
、
お
客

さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
日
々
活
動

さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
は
創
立
60
周
年
、
協
会
名

称
を
変
更
し
て
か
ら
20
周
年
、
公
益
社

団
法
人
移
行
認
定
か
ら
10
周
年
と
い
う

「
ト
リ
プ
ル
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
」と
な
る

事
業
年
度
を
迎
え
ら
れ
、
更
な
る
飛
躍

と
発
展
に
向
け
て
、
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

生
命
保
険
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
生

命
保
険
業
界
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
の

維
持
・
向
上
、
ま
た
将
来
に
わ
た
り
業

界
が
更
な
る
役
割
発
揮
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
今
年
度
は
大
き
く
２
つ
の
柱

を
軸
に
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の 

推
進
に
向
け
た
取
組
み

コ
ロ
ナ
禍
で
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
に
よ
り
、
多
様
な
接
点
を
通
じ
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
が
可

能
と
な
る
な
ど
、
お
客
さ
ま
の
利
便
性
が

高
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
各
種
接
点

の
中
で
、
生
命
保
険
会
社
が
変
わ
ら
ぬ

安
心
を
お
届
け
し
て
い
く
た
め
に
は
、
お

客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
確
保
し
、
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
お
客
さ
ま
と

の
接
点
の
有
り
様
な
ど
も
踏
ま
え
、
引

き
続
き
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
積

み
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
高
度

化
に
向
け
た
取
組
み
等
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
生
命
保
険

協
会
と
し
て
会
員
各
社
の
取
組
み
の
高

度
化
を
後
押
し
す
る
更
な
る
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
件
は
、
営
業
職
員
チ
ャ
ネ
ル
、
ひ

い
て
は
生
命
保
険
業
界
が
お
客
さ
ま
か

ら
の
信
頼
を
得
て
、
変
わ
ら
ぬ
安
心
を

お
届
け
し
て
い
く
た
め
に
、
非
常
に
重

要
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
員
各
社
の
経
営
ト
ッ
プ

の
方
々
と
も
心
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
１

年
間
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

未
来
のW

ell-being

の 

実
現
に
向
け
た
取
組
み

（1）  

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た 

生
命
保
険
業
界
と
し
て
の
役
割
発
揮

社
会
全
般
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
層
加
速
し
て
お

り
、
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
も
医

療
・
介
護
分
野
の
Ｄ
Ｘ
を
含
む
技
術
革

新
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
・
向

上
を
図
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

一般社団法人 生命保険協会 会長
稲垣 精二

（第一生命保険株式会社 代表取締役社長）

「生命保険の月」
　　　　　  に寄せて

第 76回
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
介
し
て
様
々
な
も
の

が
繋
が
り
、
効
率
化
し
て
い
く
中
で
、
社

会
保
障
制
度
を
補
完
す
る
生
命
保
険
業

界
と
し
て
も
、
社
会
保
障
分
野
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
動
向
を
的
確
に
捉
え
つ
つ
、
生

命
保
険
を
通
じ
た
安
心
を
お
客
さ
ま
に

と
っ
て
よ
り
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
諸
外
国
の

社
会
保
障
制
度
や
私
的
保
障
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
事
例
に
加
え
、

我
が
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
等
を
通
じ
た
デ
ー
タ
利
活
用
事
例

な
ど
を
活
用
し
た
各
種
手
続
き
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
を
進
め
、
生
命
保
険

会
社
と
し
て
の
更
な
る
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
積
極

的
に
意
見
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（2）  

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

生
命
保
険
業
界
と
し
て
の
役
割
発
揮

生
命
保
険
業
界
は
約
４
１
０
兆
円
の

総
資
産
を
保
有
す
る
機
関
投
資
家
と
し

て
、
投
融
資
を
通
じ
て
産
業
発
展
・
経

済
活
性
化
に
貢
献
す
る
な
ど
、
我
が

国
の
経
済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

E
S
G
投
融
資
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
活
動
を
通
じ
た
投
融
資
先
企
業
の
企

業
価
値
向
上
や
、
持
続
可
能
な
経
済
成

長
へ
の
貢
献
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
命
保
険
協
会
と
し
て
も
生

命
保
険
業
界
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
重
点
項
目
を
定
め
、
近
年
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

取
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
も
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
気
候
変
動
に
関
す
る

テ
ー
マ
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
人
権
や
生
物
多
様
性
に
関
連

す
る
課
題
な
ど
、
幅
広
い
分
野
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

生
命
保
険
業
界
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役

割
発
揮
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
点
に
関

す
る
動
向
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
生

命
保
険
協
会
と
し
て
更
に
取
組
み
を
進

め
る
べ
き
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
改
め
て

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（3）  

事
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た 

基
盤
整
備

前
例
の
な
い
不
確
実
な
時
代
に
お
い

て
も
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
信
頼
を
維
持

し
、
生
命
保
険
業
界
が
健
全
に
発
展
し

て
い
く
た
め
の
基
盤
整
備
に
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

税
制
面
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
が
必

要
と
す
る
私
的
保
障
の
準
備
を
支
援
・

促
進
す
る
た
め
、
生
命
保
険
料
控
除
制

度
の
拡
充
等
を
引
き
続
き
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
会
計
面
で
は
、
我
が
国
の
生
命

保
険
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え
た
国
際
金

融
規
制
や
国
際
会
計
基
準
、
国
内
規
制

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
積

極
的
に
意
見
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

J
A
I
F
A
会
員
の 

皆
さ
ま
へ

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
令
和
４
年
度
の
活

動
テ
ー
マ
で
あ
る「『 Step up to the 

next stage 

』
～
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
～
」

に
は
、
J
A
I
F
A
創
立
時
に
立
ち
返

り
公
益
の
立
場
か
ら
事
業
活
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
本
年
度
の
ト
リ
プ

ル
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
を
、
事
業

活
動
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
次
の
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
す
１
年
に
す
る
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

J
A
I
F
A
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
も
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
時
代
も
生
命
保
険
業
界
が
お
客
さ

ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
業
界
で
あ
り
続
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
業
界
を
牽
引
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
々
お
客
さ

ま
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
に
、
改
め
て
深
い
敬
意
と
謝
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活

躍
と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

 

以　

上

稲垣 精二（いながき せいじ） 1963年5月10日生　愛知県出身
● 学歴　1986年3月　慶應義塾大学経済学部卒業
● 社内歴
1986年 4月 第一生命保険相互会社入社
2007年 4月 同社 リスク管理統括部長
2008年 4月 同社 企画第一部部長
2010年 4月 第一生命保険株式会社 運用企画部長
2012年 4月 同社 執行役員運用企画部長
2013年 4月 同社 執行役員経営企画部長
2014年 4月 同社 執行役員グループ経営戦略ユニット長兼経営企画部長
2015年 4月 同社 常務執行役員グループ経営戦略ユニット長兼経営企画部長
2016年 6月 同社  取締役常務執行役員グループ 

経営戦略ユニット長兼経営企画部長
2016年10月  第一生命ホールディングス株式会社 取締役常務執行役員 

第一生命保険株式会社 取締役常務執行役員
2017年 4月  第一生命ホールディングス株式会社 代表取締役社長 

第一生命保険株式会社 代表取締役社長（現在に至る）
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前
回（
２
０
２
２
年
９
月
号
）の
続
き
に

な
る
け
れ
ど
、
今
回
は
税
制
優
遇
措
置
に
つ

い
て
説
明
す
る
よ
。
ま
ず
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の

最
も
大
き
な
優
遇
処
置
は
、
掛
金
を
支
払
っ

た
と
き
に
、所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
だ
。

所
得
控
除
と
い
う
の
は
、
所
得
税
の
計

算
上
、
所
得
か
ら
差
し
引
け
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。
生
命
保
険
料
控
除
み
た
い
な

も
の
で
す
か
。

位
置
づ
け
と
し
て
は
生
命
保
険
料
控
除

掛
金
の
全
額
が
所
得
控
除

と
同
じ
だ
よ
。
生
命
保
険
に
入
っ
て
保
険
料

を
支
払
っ
た
と
き
に
生
命
保
険
料
控
除
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
掛
金
を

拠
出
し
た
と
き
に
、
小
規
模
企
業
共
済
等
控

除
と
い
う
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

小
規
模
企
業
共
済
等
控
除
と
い
う
の
は

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
ね
。

も
と
も
と
、
小
規
模
企
業
共
済
と
い
う

共
済
制
度
が
あ
っ
て
、
そ
の
掛
金
を
支
払
っ

た
と
き
に
適
用
さ
れ
る
所
得
控
除
の
名
前
だ

よ
。
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
場
合
も
、
こ
の
控
除
の

対
象
に
な
る
。

名
前
が
違
う
け
れ
ど
、
生
命
保
険
料
控

除
と
同
じ
よ
う
に
控
除
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
生
命
保
険
料
控
除

と
の
違
い
も
あ
る
。
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
で
は
、
支

払
っ
た
掛
金
の
全
額
が
小
規
模
企
業
共
済
等

控
除
の
対
象
に
な
る
ん
だ
。
生
命
保
険
料
控

除
は
必
ず
し
も
保
険
料
の
全
額
が
控
除
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
よ
ね
。

一
般
の
生
命
保
険
、
個
人
年
金
保
険
、

医
療
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
４
万

円
が
限
度
で
す
ね
。

そ
う
。
保
険
料
を
い
く
ら
支
払
っ
た
と

し
て
も
、
控
除
で
き
る
の
は
最
大
で
も
４
万

円
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
で
は
全

額
が
控
除
で
き
る
。

そ
れ
は
大
き
い
で
す
ね
。
上
限
も
な
い

ん
で
す
か
。

上
限
は
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
に
拠
出
で
き
る
金
額
自
体
に
上
限
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
金
額
を
上
限
に
全
額
が

控
除
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

90

ｉｉ
イ

デ

コ

イ

デ

コ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
もも
ＮＮニ

ー

サ

ニ

ー

サ

Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ａ
も
、
そ
の
魅
力
は
税
金
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
点
に
あ
る
。

も
、
そ
の
魅
力
は
税
金
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
点
に
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
内
容
は
両
者
で
大
き
く
異
な
る
。
今
回
は
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て
。

た
だ
、
そ
の
内
容
は
両
者
で
大
き
く
異
な
る
。
今
回
は
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て
。  

ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
資
金
を
出
す
段
階
で
大
き
な
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
。

ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
資
金
を
出
す
段
階
で
大
き
な
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
。

何が違う？
― iDeCo と NISA

（中編）
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

合
は
少
な
く
な
る
。

自
己
責
任
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

税
金
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
か
り
に

81
万
６
０
０
０
円
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

税
金
は
ど
れ
く
ら
い
減
り
ま
す
か
。

所
得
税
の
税
率
は
所
得
が
多
く
な
れ
ば

高
く
な
る
の
で
、
一
概
に
は
い
え
な
い
け
れ

ど
、
所
得
税
の
最
低
税
率
は
５
％
な
の
で
、

最
低
で
も
81
万
６
０
０
０
円
の
５
％
、
つ
ま

り
４
万
８
０
０
円
、
所
得
税
が
少
な
く
な

る
。
所
得
税
の
ほ
か
に
、
住
民
税
も
同
様

に
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
住
民
税
の
税
率

は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
10
％
な
の
で
、

８
万
１
６
０
０
円
少
な
く
な
る
。
合
わ
せ
て
、

少
な
く
と
も
12
万
２
４
０
０
円
、
税
金
が
減

る
こ
と
に
な
る
よ
。

所
得
が
多
い
人
は
、
節
税
額
が
も
っ
と

多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
の
と
お
り
だ
よ
。（
以
下
次
号
）

所
得
が
多
け
れ
ば
節
税
額
大
き
く

で
、
上
限
は
い
く
ら
で
す
か
。

そ
れ
は
、
勤
労
形
態
に
よ
っ
て
異
な
る
。

具
体
的
に
は
表
の
と
お
り
だ
が
、
た
と
え
ば
、

会
社
員
で
会
社
に
確
定
給
付
型
の
企
業
年
金

が
あ
る
場
合
は
、
年
額
で
14
万
４
０
０
０
円
、

月
額
に
す
る
と
１
万
２
０
０
０
円
で
、
こ

れ
が
最
少
だ
よ
。
一
番
多
い
の
は
、
自
営

業
者
な
ど
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
額
81
万
６
０
０
０
円
、
月
額
で
は

６
万
８
０
０
０
円
だ
。

と
い
う
こ
と
は
、
自
営
業
者
な
ら
、
最

大
で
81
万
６
０
０
０
円
の
控
除
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
れ
は
大
き
い
で

す
ね
。た

し
か
に
、
生
命
保
険
料
控
除
と
比
べ

る
と
大
き
い
ね
。

ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
、
個
人
年
金
保
険
な
ど

よ
り
圧
倒
的
に
有
利
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

税
金
面
に
限
っ
て
い
え
ば
、
と
い
う
こ

と
だ
け
ど
ね
。
個
人
年
金
保
険
と
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
最
も

大
き
な
違
い
は
、
ⅰ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
、
自
分
で

運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
だ
。

自
分
で
、
ど
の
金
融
商
品

―
株
式
や
投
資

信
託
の
銘
柄
も
含
め
て

―
に
い
く
ら
投
資

す
る
か
を
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
結
果
、
運
用
が
上
手
く
い
け
ば
将
来
受

け
取
る
年
金
が
増
え
る
し
、
そ
う
で
な
い
場

企業年金の有無
拠出限度額企業型確定

拠出年金
確定給付型

年金（注1）

自営業者など 
（国民年金の第1号被保険者） － － 6.8万円

会社員など 
（国民年金の第2号被保険者）

なし なし 2.3万円
あり なし 2万円（注2）

あり あり 1.2万円（注3）

なし あり 1.2万円

専業主婦など 
（国民年金の第3号被保険者） － － 2.3万円

iDeCoの拠出限度額（月額）

（注1） 確定給付企業年金、厚生年金基金など。
（注2） 企業型確定拠出年金の事業主掛金額との合計が5.5万円の範囲内で、最大2万円まで拠出可能。
（注3） 企業型確定拠出年金の事業主掛金額との合計が2.75万円の範囲内で、最大1.2万円まで拠出可能。

2022年10月1日現在
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都道府県別賞一等

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
ー
ち
ゃ
ん
の〝
思
い
や
り
〟

岐
阜
県
　
各
務
原
市
立
鵜
沼
中
学
校
　
二
学
年
　
平ひ
ら

田た

　
菜な

な々

花か

希
少
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
始
め
た
祖
母
の
あ
ー

ち
ゃ
ん
は
、
母
に
手
紙
を
差
し
出
し
た
。

「
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
に
。」

と
。
し
か
し
、
母
は
そ
れ
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

あ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
七
十
五
歳
を
過
ぎ
て
も
幼
稚
園
で
働
き
、
毎
週

ジ
ム
に
通
っ
て
い
た
。
い
つ
も
若
々
し
く
、私
に
〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
〞

と
呼
ば
れ
る
の
を
嫌
が
っ
た
。
そ
ん
な
あ
ー
ち
ゃ
ん
が
ガ
ン
を
患
い
、

余
命
わ
ず
か
だ
と
知
っ
た
時
は
、
自
分
の
耳
を
疑
っ
た
。
心
臓
が
飛

び
出
そ
う
に
な
る
く
ら
い
驚
い
た
。

ガ
ン
が
見
つ
か
っ
て
九
カ
月
後
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。

お
葬
式
当
日
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
の
家
を
訪
れ
た
私
た
ち
は
、
棺
に
入
れ

る
物
と
、
母
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
手
紙
を
探
し
て
い
た
。
し
か

し
、
出
て
き
た
の
は
大
好
き
だ
っ
た
パ
ン
ダ
の
グ
ッ
ズ
ば
か
り
。
皆

が
、
手
紙
は
見
つ
か
ら
な
い
と
諦
め
か
け
た
時
、
私
は
茶
封
筒
を
見

つ
け
た
。
恐
る
恐
る
開
け
て
み
る
と
、
二
枚
の
便
箋
が
入
っ
て
い
た
。

一
枚
は
、
母
と
叔
母
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
、
も
う
一
枚
は
、
お
葬
式

の
指
示
が
書
か
れ
て
い
た
。
ご
く
ご
く
身
内
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
ピ
ア
ノ

曲
で
、
最
後
に
一
人
ず
つ
手
紙
を
書
い
て
読
ん
で
ほ
し
い
…
…
。
世

話
焼
き
な
あ
ー
ち
ゃ
ん
ら
し
さ
が
溢
れ
て
い
た
。

『
あ
ー
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
幸
せ
な
送
り
出
し
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。』

そ
ん
な
不
安
が
消
え
た
。
そ
し
て
、
何
だ
か
心
が
温
か
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
皆
同
じ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
張
り
詰
め
た
空
気
が
ゆ
る
み
、

思
い
出
話
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

手
紙
に
書
か
れ
た
お
葬
式
の
指
示
の
よ
う
に
、
何
か
あ
っ
た
時
へ

の
備
え
は
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
の
優
し
い
〝
思
い
や
り
〞
だ
っ
た
の
だ
と

思
う
。
保
険
も
そ
の
一
つ
だ
。
あ
ー
ち
ゃ
ん
は
九
カ
月
間
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
治
療
費
や
家
に
設
置
す
る
福
祉

用
具
等
の
費
用
も
必
要
だ
っ
た
。
あ
ー
ち
ゃ
ん
の
家
に
は
ロ
ー
ン
も
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残
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り
高
額
で
あ
る
。

私
は
気
に
な
っ
た
の
で
、

「
入
院
費
と
か
家
の
ロ
ー
ン
と
か
、
ど
う
す
る
の
。」

と
、
母
に
尋
ね
た
。
す
る
と
、

「
大
丈
夫
。
あ
ー
ち
ゃ
ん
が
入
っ
て
い
た
保
険
の
お
か
げ
で
全
部
払

え
た
よ
。
あ
ー
ち
ゃ
ん
は
、『
何
か
あ
っ
た
時
に
子
ど
も
た
ち
が
困

ら
な
い
よ
う
に
。』
っ
て
、
保
険
に
入
っ
て
備
え
て
く
れ
て
い
た
の
。

さ
す
が
あ
ー
ち
ゃ
ん
だ
ね
。」

と
言
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
き
、ま
さ
に
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

だ
と
思
っ
た
。

大
き
な
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
自
分
は
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
り
、
事
件
や
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
他
人
事
の
よ
う
に
見
た
り

し
て
い
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
は
、
私
た
ち
の
生
活
は

危
険
と
隣
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
い
つ
自
分
の
身
に
ふ
り
か

か
っ
て
く
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
万
が
一
自
分
に
何
か
起

き
た
時
に
は
、
周
り
の
人
に
迷
惑
や
心
配
を
か
け
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
も
し
も
の
時
に
備
え
る
こ
と
は
、
家
族
や
友
達
、
将
来
の
自
分

へ
の
〝
思
い
や
り
〞
な
の
だ
。
保
険
は
、
そ
ん
な
〝
思
い
や
り
〞
が

集
ま
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
将

来
に
備
え
る
こ
と
で
、
誰
か
を
助
け
る
こ
と
も
、
助
け
て
も
ら
う
こ

と
も
で
き
る
。

私
は
、
生
命
保
険
や
医
療
保
険
、
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に
生

ま
れ
た
時
か
ら
加
入
し
て
い
る
そ
う
だ
。
中
学
生
に
な
り
、
自
転
車

保
険
に
も
入
っ
た
。
し
か
し
、
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
こ
と
が

な
く
、
保
険
に
つ
い
て
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
体

験
は
、
身
の
周
り
に
ひ
そ
む
危
険
や
そ
れ
に
備
え
る
大
切
さ
を
学

び
、
保
険
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た

時
、
病
気
や
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
は
今
よ
り
増
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
両

親
の
手
を
借
り
ず
、
そ
れ
に
備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
、
将

来
の
仕
事
や
住
む
場
所
に
合
っ
た
保
険
を
選
べ
る
よ
う
、
身
の
周
り

に
あ
る
リ
ス
ク
や
保
険
の
種
類
を
知
っ
て
お
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、

何
か
あ
っ
た
時
へ
の
備
え
は
、自
分
や
周
り
の
人
へ
の
〝
思
い
や
り
〞

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
あ
ー
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
。

B5判・68ページ（オールカラー）
１部200円（税込・送料別）

B5判・64ページ（オールカラー）
１部200円（税込・送料別）

「ねんきんガイド」は、公的年金制度と個人年金保険などの仕組み
を図表やQ&Aを用いてわかりやすく解説した小冊子です。今回の
改訂では、繰上げ受給時の減額率の緩和や繰下げ受給の上限年齢引
上げ、在職老齢年金制度の見直しなど、2022（令和 4）年 4月か
らの公的年金制度改正を反映しています。

「ほけんのキホン」は、生命保険の仕組みや活用方法などが基礎か
らわかる、生命保険のやさしい基本書です。今回の改訂では、デー
タの最新化とあわせ、電子書籍でもより見やすくなるようデザイン
を修正しました。また、新たに「生命保険契約照会制度」について
も掲載しました。

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ（https://www.jili.or.jp/）で
どうぞ。電子版を Amazon で販売しています！
タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や
税制改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしていま
す。登録はホームページ上のバナーから簡単にできます。

メールマガジン　生命保険・生活設計に関する情報をお届けしています

｢ねんきんガイド｣、｢ほけんのキホン」の 
改訂版ができました！　

　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内
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第 　 回

60
代
後
半
の
女
性
で
す
。
先
日
、
同
年

代
の
友
人
の
夫
が
死
亡
し
ま
し
た
。
友

人
は
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
年
金
事
務
所
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

友
人
の
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
と
い
わ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、友
人
の
夫
は
70
代
で
、

亡
く
な
る
ま
で
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。
老
齢
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
た

夫
が
亡
く
な
っ
て
、
妻
が
遺
族
年
金
を
も
ら
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

稀
な
ケ
ー
ス
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ

り
え
ま
す
。
老
齢
年
金
と
遺
族
年
金
の

QA

受
給
要
件
は
同
一
で
は
な
く
、
老
齢
年
金
受
給

中
の
人
が
亡
く
な
っ
て
も
遺
族
年
金
が
必
ず
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
者
の
友
人
の
ケ
ー
ス
は
詳
細
が
わ
か
ら

な
い
の
で
、
な
ぜ
遺
族
年
金
が
受
給
で
き
な
い

の
か
、
確
定
的
な
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
一

般
的
に
、
老
齢
年
金
受
給
者
で
あ
る
夫
が
死
亡

し
て
、
妻
に
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
友
人
の
場
合
も
こ
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
夫
が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
が
な
い

遺
族
年
金
も
、
老
齢
年
金
同
様
２
階
建
て
に

な
っ
て
い
て
、
国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
遺

族
基
礎
年
金
と
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
る
遺
族
厚
生
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

遺
族
厚
生
年
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者

ま
た
は
過
去
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
死
亡
し
た
場
合
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
人
が
厚
生
年
金
保

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
歴
が 

な
け
れ
ば
…
…

遺族年金が支給されない?

険
に
加
入
し
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も

支
給
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

一
度
も
会
社
勤
め
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
ず
っ

と
自
営
業
者
だ
っ
た
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。

一
方
、
遺
族
基
礎
年
金
は
18
歳
の
誕
生
日
の

あ
と
の
最
初
の
年
度
末（
３
月
31
日
）ま
で
の

間
に
あ
る
子（
た
だ
し
一
定
の
障
害
者
の
場
合

は
満
20
歳
未
満
の
子
）が
い
な
け
れ
ば
、
支
給

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

夫
の
死
亡
時
に
、
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の
子

（
一
般
に
は
高
校
生
ま
で
の
子
）が
な
く
、
夫

が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
遺
族
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
夫
の
年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
で
あ
る

す
で
に
公
的
年
金
の
被
保
険
者
で
は
な
い
人

が
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
公
的
年
金
の
加
入
期

間
が
25
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

の
25
年
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
期

老
齢
年
金
は
10
年
、 

遺
族
年
金
は
25
年

67
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

素敵な人がやっている小さな習慣

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

毎日どんなに注意して頑張っていても失敗するこ
ともありますよね。それが、自分だけの反省では済
まない場合には「お詫びの言葉」を伝える必要が
あるかもしれません。そして、「私なりには頑張っ
た」ということをつい加えて言いたくなるものです
が、もしかしたらお相手には“言い訳”のように聞
こえてしまうかもしれませんね。実は、お詫びをす
る場面こそ「その人となりが現れる」といわれてい
ます。そこで今回は、お詫びをする特別な場面だか
らこそ「誠意」と「前向きな未来」を伝える方法に
ついてお伝えします。基本は、「真っ直ぐな言葉で
謝る」です。そこに「自分が不十分だった点」をプラ
スしましょう。たとえば、「申し訳ありませんでした。
私の確認不足でした」「ごめんなさい、言葉が足り
ませんでした」と伝えます。
いかがでしょうか。“お詫
び”をネガティブな行動と
捉えずに、誠実なあなた
を伝える前向きな行動に
替えられたなら素敵だと
思いませんか♥

誠実さが伝わるひと言を加える

間（
保
険
料
未
納
期
間
を
除
く
）と
第
３
号
被
保

険
者
間
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
な

ど
の
合
計
で
判
断
さ
れ
ま
す
。
自
営
業
者
で
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
が
あ
り
、
そ

の
間
に
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
期
間
が
長
く
あ

る
場
合
な
ど
は
、
こ
の
25
年
要
件
を
満
た
さ
ず
、

遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
老
齢
年
金
は
こ
の
加
入
期
間
が

10
年
以
上
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
老
齢

年
金
の
受
給
者
で
あ
っ
て
も
、
加
入
期
間
が
25

年
未
満
の
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
遺
族
年

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
公
的
年
金
の

被
保
険
者
で
あ
る
間
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
加

入
期
間
が
25
年
未
満
で
あ
っ
て
も（
他
の
要
件

を
満
た
せ
ば
）支
給
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
③
残
さ
れ
た
妻
の
年
収
が

８
５
０
万
円
以
上
の
場
合
、
遺
族
基
礎
年
金
も

遺
族
厚
生
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

④
残
さ
れ
た
妻
が
す
で
に
老
齢
厚
生
年
金
を
受

給
し
て
い
て
、
そ
の
額
が
夫
の
死
亡
に
よ
る
遺

族
厚
生
年
金
の
額
よ
り
も
多
い
場
合
は
、
遺
族

厚
生
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、

こ
の
③
と
④
の
場
合
は
、
遺
さ
れ
た
妻
に
遺
族

年
金
の
額
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
後
の
生
活
に
困
る
可
能
性
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
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〜あなたを守りたい〜

お客様からの感謝の声

お客様
プロフィール

夫（享年46歳）　Aさま（51歳　会社員）
長男（19歳　大学生）　長女（15歳　高校生）

46歳で突然天国に旅立った夫。
今も家のどこかで家族を守ってくれているでしょう

205

を
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」

マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
福
岡
支
社
の
近
藤
陽
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
A
さ
ま
は
お
客
様
で
あ
り
、
私
の
前
職
の
後

輩
で
親
し
い
友
人
で
す
。
性
格
は
さ
っ
ぱ
り
と

し
て
明
る
く
、
仕
事
で
は
一
目
置
か
れ
る
存
在
。

ご
主
人
は
穏
や
か
で
や
さ
し
く
、
周
り
が
う
ら

や
む
ほ
ど
仲
の
よ
い
ご
夫
婦
で
し
た
。
急
逝
の

知
ら
せ
に
私
は
言
葉
を
失
い
、
夢
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
し
た
」

A
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
10
歳
年
上
の
近
藤
さ
ん
に
は
仕
事
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
が
転
職
し
て
か
ら
も
、
な

ん
で
も
話
し
合
え
る
友
人
関
係
が
続
き
ま
し
た
。

生
命
保
険
の
見
直
し
も
近
藤
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ

お
願
い
し
ま
し
た
」

近
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
は
若
い
頃
か
ら
万
全
な
生
命
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
継
続
を
お
勧
め
し
ま

し
た
。A
さ
ま
に
は
医
療
保
険
を
提
案
し
ま
し
た
」

A
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
近
藤
さ
ん
に
は
夫
亡
き
あ
と
、
将
来
の
備
え

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
福
岡
県

在
住
の
A
さ
ま
で
す
。
A
さ
ま
の
ご
主
人
は
３

年
前
（
2
0
1
9
年
）
の
初
夏
、
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

「
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
で
し
た
。『
そ
ろ
そ

ろ
起
き
て
』
と
声
を
か
け
て
も
返
事
が
な
く
、

部
屋
に
入
る
と
ベ
ッ
ド
の
上
で
変
わ
り
果
て
た

姿
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

A
さ
ま
は
無
我
夢
中
で
救
急
車
を
呼
び
、
近

所
に
住
む
ご
両
親
に
電
話
を
し
ま
し
た
。
高
校

生
の
ご
長
男
と
中
学
生
の
ご
長
女
が
学
校
か
ら

呼
び
戻
さ
れ
、
そ
の
後
、
警
察
の
検
視
（
自
宅

で
死
亡
し
た
場
合
、事
件
性
が
あ
る
か
の
確
認
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
も
ち
ろ
ん
事
件
性
は
な
く
、
突
然
死
で
し
た
。

で
も
、
亡
く
な
る
前
夜
は
残
業
で
深
夜
帰
宅
で

し
た
が
、
お
い
し
そ
う
に
ビ
ー
ル
と
夜
食
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
通
り
の
会
話
と
笑
顔

が
最
後
だ
っ
た
の
で
、
３
年
た
っ
た
今
で
も
家

の
ど
こ
か
に
い
る
と
思
え
、
亡
く
な
っ
た
現
実

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
帰
ら
ぬ
人
に

ベ
ッ
ド
の
上
で
帰
ら
ぬ
人
に

JAIFA 
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に
つ
い
て
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
わ
が
家
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
」

今
年
の
春
、
ご
長
男
は
大
学
、
ご
長
女
は
高

校
と
そ
れ
ぞ
れ
進
学
し
ま
し
た
。
A
さ
ま
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
定
年

ま
で
勤
め
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

A
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生
命

保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
近
藤
さ
ん
の
お
話

を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
さ
ま
が
１
歳
年
下
の
ご
主
人
と
出
会
っ
た

き
っ
か
け
は
、
友
人
か
ら
の
紹
介
で
し
た
。

「
結
婚
し
て
地
元
に
戻
っ
て
き
た
中
学
時
代
の

友
人
夫
婦
か
ら
食
事
会
に
誘
わ
れ
、
同
席
し
て

い
た
の
が
夫
で
し
た
」

初
対
面
の
と
き
、
車
好
き
の
ご
主
人
が
乗
っ

て
い
た
車
が
、
A
さ
ま
の
勤
務
す
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
話
が
弾
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
長
崎
県
に
住
む
ご
主
人
と
の

中
距
離
恋
愛
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
結

婚
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
A
さ
ま
は
地
元

4040
歳
で
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
得
し
た
夫
。

歳
で
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
得
し
た
夫
。

夫
婦
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ

夫
婦
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ

で
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
夫
は
私
の
気
持
ち
を
優
先
し
て
福
岡
県
の
会

社
に
転
職
し
て
、
結
婚
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

夫
は
と
て
も
穏
や
か
な
性
格
。
黙
っ
て
そ
こ
に

い
る
だ
け
で
、
そ
の
場
の
空
気
を
和
ま
せ
て
し

ま
う
の
で
、
新
天
地
に
す
ん
な
り
馴
染
み
、
友

人
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
」

A
さ
ま
ご
夫
婦
の
30
代
は
二
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
、
家
事
、
育
児
、
仕
事
と
人
生
で
一
番
忙

し
い
時
期
で
し
た
。

「
私
は
２
回
の
産
休
と
育
休
を
取
得
し
、
両
親

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
夫
と
目
の
回

る
よ
う
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

長
女
の
育
休
後
は
、
土
日
出
勤
の
職
場
に
異
動

に
な
り
ま
し
た
」

出
勤
す
る
A
さ
ま
に
代
わ
り
、
ご
主
人
が
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ー
メ
ン
や

チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
夫

婦
の
休
日
が
す
れ
違
い
、
家
族
旅
行
ど
こ
ろ
か

外
出
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
よ
う
や
く
子
ど
も
た
ち
が
学
齢
期
に
な
っ
た
頃
、

夫
が
40
歳
で
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
」

A
さ
ま
は
す
で
に
バ
イ
ク
の
免
許
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
バ
イ
ク
が
夫
婦
共
通
の
趣
味
に
な

り
ま
し
た
。
１
年
に
ほ
ん
の
数
回
、
休
日
を
合

わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
宅
す
る

ま
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
将
来
、
ツ
ー
リ
ン
グ
で
遠
く
ま
で
行
き
た
い

ね
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
夫
は
車
や
バ
イ
ク
以

外
に
も
プ
ラ
モ
デ
ル
や
ゲ
ー
ム
な
ど
多
趣
味
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
、
自
分
の
部
屋
で
楽
し
そ
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う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
」

一
方
、
A
さ
ま
は
子
ど
も
た
ち
と
空
手
道
場

に
通
っ
た
り
、
近
藤
さ
ん
や
友
人
た
ち
と
「
大

人
女
子
会
」
を
楽
し
ん
だ
り
。
ご
夫
婦
共
に
充

実
し
た
40
代
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
A
さ
ま
か
ら
届
く
年
賀
状
は
、
ご
家
族
が
そ

れ
ぞ
れ
夢
中
に
な
っ
て
い
る
趣
味
が
一
目
で
わ

か
る
写
真
な
の
で
毎
年
楽
し
み
で
し
た
」

あ
る
年
は
ご
主
人
が
バ
イ
ク
用
の
つ
な
ぎ
、

A
さ
ま
が
空
手
の
道
着
、
ご
長
男
は
剣
道
着
、

ご
長
女
は
ダ
ン
ス
の
衣
装
で
し
た
。
A
さ
ま
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
年
賀
状
作
り
は
楽
し
い
年
中
行
事
で
し
た
。

娘
が
中
学
生
に
な
り
家
族
旅
行
も
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
き
、
突
然
、
幸
せ
な
日
常
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

残
業
続
き
の
ご
主
人
は
、
亡
く
な
る
前
夜
も

深
夜
帰
宅
で
し
た
。

「
夫
は
疲
れ
た
様
子
も
体
調
の
変
化
も
あ
り
ま

最
後
の
夜
食
は
夫
の
大
好
物

最
後
の
夜
食
は
夫
の
大
好
物

「
ア
ナ
ゴ
飯
」
と
ビ
ー
ル

「
ア
ナ
ゴ
飯
」
と
ビ
ー
ル

せ
ん
で
し
た
。
夕
食
は
私
が
出
張
先
で
買
っ
て

き
た『
ア
ナ
ゴ
飯
』。
夫
の
大
好
物
だ
っ
た
の
で
、

大
喜
び
で
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」

ビ
ー
ル
も
飲
ん
で
、
上
機
嫌
の
ま
ま
キ
ッ
チ

ン
の
洗
い
物
も
片
づ
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

翌
朝
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
A
さ
ま
が
仕

事
に
出
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
寝
て
い
る
ご

主
人
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

「
何
度
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
ど
こ
ろ
か
気
配

さ
え
感
じ
ら
れ
ず
部
屋
に
入
り
ま
し
た
」

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
は
、
救
急
隊
員
か

ら
教
え
ら
れ
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
死
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
到
着
後
様
々
な
処
置
が
さ

れ
ま
し
た
が
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
警
察
に
よ

る
検
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
あ
ま
り
に
も
突
然
の
出
来
事
で
呆
然
と
す
る

ば
か
り
、
涙
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
」

A
さ
ま
が
近
藤
さ
ん
に
連
絡
を
し
た
の
は
、

葬
儀
を
終
え
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
で
し
た
。

「
夫
の
加
入
し
て
い
た
保
険
会
社
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
と
き
、『
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
、
私
の

担
当
者
に
お
願
い
す
る
の
で
大
丈
夫
で
す
』
と

伝
え
ま
し
た
」

近
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
は
直
接
の
お
客
様
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
A
さ
ま
ご
家
族
が
今
ま
で
の
生
活
を

続
け
な
が
ら
将
来
の
備
え
が
で
き
る
プ
ラ
ン
を

立
て
ま
し
た
。
A
さ
ま
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
、

よ
か
っ
た
で
す
。
今
も
情
報
交
換
を
重
ね
て
い

ま
す
」

A
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
将
来
や
私
の
老
後
な
ど
、
漠

然
と
し
た
大
き
な
不
安
を
解
消
し
て
も
ら
え
、

と
て
も
安
心
し
ま
し
た
」
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A
様
は
ご
主
人
ご
逝
去
後
、
号
泣
し
た
こ
と

は
一
度
も
な
い
そ
う
で
す
。「
夫
は
今
こ
こ
に

い
な
い
け
ど
、
家
の
ど
こ
か
に
必
ず
い
る
と
い

う
感
覚
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
多
分
同
じ
思
い

な
の
か
、
み
ん
な
で
お
父
さ
ん
へ
の
思
い
を
吐

き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」

多
趣
味
だ
っ
た
ご
主
人
の
遺
品
整
理
は
、
１

年
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

「
膨
大
な
量
で
し
た
が
、
夫
の
一
番
好
き
だ
っ

た
プ
ラ
モ
デ
ル
と
バ
イ
ク
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な

ど
を
残
し
て
整
理
し
ま
し
た
。
捨
て
て
し
ま
う

の
は
忍
び
な
く
、
な
る
べ
く
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ

ユ
ー
ス
で
き
る
方
法
を
探
し
ま
し
た
。
バ
イ
ク

は
、
も
う
二
度
と
夫
と
ツ
ー
リ
ン
グ
で
き
な
い

の
で
私
の
バ
イ
ク
も
処
分
し
ま
し
た
」

ご
主
人
へ
の
思
い
が
薄
れ
る
ど
こ
ろ
か
深
く

な
っ
て
い
く
A
さ
ま
の
日
常
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
不
安
を
抱
え
な
が

初
め
て
の
家
族
旅
行
は

初
め
て
の
家
族
旅
行
は

二
泊
三
日
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

二
泊
三
日
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

ら
必
死
に
受
験
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は

仕
事
と
家
事
で
忙
し
い
と
き
は
よ
い
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
友
人
た
ち
と
会
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
一
人
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

暗あ
ん

澹た
ん

た
る
気
持
ち
を
抱
え
、
い
つ
の
ま
に
か
ス

ト
レ
ス
で
体
重
が
増
え
、
血
圧
も
高
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
一
念
発
起
し
た

A
さ
ま
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
、
自
宅
で
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
に
励
み
ま
し
た
。

「
元
の
体
重
に
戻
り
血
圧
も
安
定
し
ま
し
た
。

職
場
の
制
服
は
２
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
と
、
自
分
で

も
大
き
な
変
化
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
」

体
を
動
か
す
こ
と
で
少
し
ず
つ
悲
し
み
と
の

付
き
合
い
方
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
念
願
だ
っ
た

家
族
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

「
長
男
も
長
女
も
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、

第
一
希
望
の
学
校
に
進
学
が
決
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が
減
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
思
い
切
っ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

家
族
旅
行
を
し
ま
し
た
。
二
泊
三
日
丸
ご
と
楽

し
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
夫

も
一
緒
に
来
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」

最
後
に
近
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
残
念
な
が
ら
ご
主
人
は
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

A
さ
ま
ご
家
族
の
絆
は
変
わ
ら
ず
強
く
、
穏
や

か
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
は
お
客
様

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
生
命
保
険
を
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
命
保
険
会

社
は
同
じ
仲
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
会

社
だ
け
で
な
く
、
全
体
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
こ
と
を
続
け
、
お
客
様
に
寄
り
添
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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２
０
２
１
年
と
比
べ
て
２
０
０
０
円
程
度
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

と
い
う
具
合
で
す
。
原
油
価
格
の
高
騰
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ン
フ
レ
、
円
安
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
電
気
代
は
上
が
り
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
昨
年
比
で
年 

２
～
３
万
円
ほ
ど
電
気
代
が
増
え
る
計
算
で
す
。

冬
場
の
電
気
代
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
電
気
代
の

見
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
契
約
ア
ン
ペ
ア
数
を
低
く
す
る

電
気
代
の
基
本
料
金
は
、
契
約
ア
ン
ペ
ア
数

に
応
じ
て
高
く
な
り
ま
す
。
契
約
ア
ン
ペ
ア
数

を
減
ら
せ
ば
、
基
本
料
金
も
安
く
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
東
京
電
力
の
場
合
、
50
ア
ン
ペ
ア
か

ら
40
ア
ン
ペ
ア
に
減
ら
す
と
毎
月
２
８
６
円
、

年
間
３
４
３
２
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
契
約
ア
ン
ペ
ア
数
を
小
さ
く
し
す
ぎ
る
と

ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
や
す
く
な
る
の
で
、
無
理

の
な
い
範
囲
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

●

６
月 

… 

６
９
１
３
円 

→ 

８
５
６
５
円

●

７
月 

… 

６
９
７
３
円 

→ 

８
８
７
１
円

●

８
月 

… 

６
９
６
０
円 

→ 

９
１
１
８
円

●
セ
ッ
ト
割
を
活
用
す
る

電
気
と
ガ
ス
を
同
じ
会
社
か
ら
購
入
す
る

「
セ
ッ
ト
割
」で
も
節
約
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

東
京
ガ
ス「
基
本
プ
ラ
ン
・
ず
っ
と
も
電
気
３
」

の
場
合
、
戸
建
て
３
人
世
帯
で
年
１
万
２
０
０

円
の
電
気
・
ガ
ス
代
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す

（
※
２
）。
お
住
ま
い
の
地
域
の
電
力
会
社
・
ガ
ス

会
社
の
セ
ッ
ト
割
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
省
エ
ネ
家
電
に
取
り
替
え
る

10
年
前
の
エ
ア
コ
ン
を
最
新
の
も
の
に
す
れ

ば
、
約
17
％
の
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す（
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
省
エ
ネ
家
電
を
複
数
取

り
入
れ
れ
ば
、
節
電
効
果
も
よ
り
上
が
り
ま
す
。

●
家
電
の
使
い
方
を
見
直
す

た
と
え
ば
エ
ア
コ
ン
の
場
合
、
電
源
を
入
れ
た

直
後
の
消
費
電
力
が
大
き
い
た
め
、
短
時
間
の

外
出
で
あ
れ
ば
こ
ま
め
に
消
さ
な
い
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
や
設
定
温
度
の

見
直
し
で
も
年
間
数
百
円
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

電
気
代
は
今
後
も
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
節
約
し
、
電
気
代
の
上
昇
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

（
※
１
）従
量
電
灯
Ｂ
・
３
０
Ａ
、使
用
電
力
量
２
６
０
ｋ
Ｗ
ｈ
／
月
の
家
庭

（
※
２
）新
規
申
込
時
の
電
気
代
基
本
料
金
３
ヵ
月
無
料
を
含
む

２
０
２
２
年
の
夏
も
、
エ
ア
コ
ン
の
手
放

せ
な
い
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

気
に
な
る
の
が
電
気
代
で
す
。
東
京
電
力
の

資
料
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
６
月
～
８
月

の
平
均
モ
デ
ル
（
※
１
）
の
家
庭
の
電
気
料
金
は
、

昨
年
比
で
年
間
２
〜
３
万
円
程
度

電
気
代
が
増
え
て
し
ま
う
世
帯
も 上がり続ける電気代。

節約のポイントはここ！

139

18



初の試み！ 
50周年記念の音楽演奏会

新潟県協会では、令和3年9月18日から19日に
かけて、リレー・フォー・ライフに参加。新型
コロナウイルス感染症に関わる昨今の状況によ
り、これまでのような現地集合での参加ができ
ず、各々がオンラインで想いを共有し3万円の寄
付をしました。
また、令和4年3月27日には、JAIFA新潟県協会 
創立50周年の節目に際し、「JAIFA新潟県協会　
創立50周年記念チャリティーコンサート」を新
潟ユニゾンプラザにて開催。

一般の方も多数ご参加いただ
き、204名（内オンライン
57名）の参加となりました。
今回、「新型コロナウイル
ス感染症の対応で心身とも
に疲弊されている多くの方々の癒しになれば」
という想いから、新潟県協会初の試みとして音
楽演奏会を企画し、地元新潟県三条市出身であ
るジャズボーカリスト＆フリューゲルホーンプ
レーヤーであるTOKU氏によるフリースタイル
JAZZコンサートを行いました。どこからでも視
聴ができるように、ハイブリッド形式（来場型

とオンライン型での同時開催形式）で実施し、多
くの方にご参加いただき、大変好評でした。

病気と闘う子供たちの支援

普段の活動としては、「愛のドリーム募金」、講
演会等の開催時における募金活動、未使用のタオ
ルやメガネ等の回収活動を行い社会貢献活動事業
に活用させていただいています。
また、令和4年1月には、新潟大学「ドナルド・
マクドナルド・ハウスにいがた（小児医療宿泊
施設）」へ10万円の寄付を行いました。ドナル
ド・マクドナルド・ハウスは、遠方の地域から病
院に入院する小児患者に付き添う家族のために、
地域の寄付等で運営される安価で利用できる宿泊
施設です。
今年の秋ににいがた 
ハウスが開設予定
とのことで、少し
でもお力添えがで
きればと考えてお
ります。
これからも、従来の
活動に加え、より多
くの会員が気軽に
参加できるボラン
ティア活動を企画
していく予定です。

50

コロナ疲れを音楽で癒したいコロナ疲れを音楽で癒したい
新潟県協会　副会長　星野良治新潟県協会　副会長　星野良治
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JAIFA VOICE
JAIFA 地方協会活動レポートログイン方法が簡単に

なりました！
今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

No.

鹿児島のシンボル桜島は高さ1,117ｍ、
面積約 80km²。鹿児島港から桜島港ま
では 24 時間運航のフェリーで約 15
分。桜島溶岩なぎさ公園と烏島展望所
を結ぶ、溶岩原の上にある全長約３km
の遊歩道は日本の遊歩百選に選ばれて
いる。公園内の足湯は、地下 1,000 ｍ
より湧出する赤褐色の天然温泉で全長
100 ｍもあり、活火山の麓にある日本
最大級のもの。

鹿児島県協会では、
「とにかく明るく楽しく！」をスローガンに社会貢献活動中です。

●��レポーター　川路　貴久�
（鹿児島県協会会長／代理店）

鹿児島県協会は、幹事が毎月の幹事会へ積極的に参
加しています。意見が出ないときには、グループ
討議を行い、最終的には多くの意見が集約されます。
各社の幹事が JAIFA の活動に関することだけでは
なく、それぞれの仕事に関することにも積極的に情報交換を行い、お互いの仕事の質も高めあって

います。皆で楽しい時間を過ごすことを大切にしていますが、今は新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止の観点から、実現できないことなどもあり、少し
寂しい思いをしています。
毎年 11 月には、地元新聞に JAIFA 会員の名簿掲載を行っています。その紙
面にてボランティアのメガネ回収を一般の方へも呼びかけていますが、昨年
度は多くの方よりお問合せをいただき、200 個を超えるメガネが集まりました。

鹿児島県赤十字血液センターの献血推進活動に
協力しています。
鹿児島県では献血協力者の数が伸び悩み、輸血
の血液が不足していることから、他県より供給
の応援をいただいている状態が発生しています。
JAIFA 会員の献血参加だけではなく非会員、一般の方へも声かけをしていただき、献血推進活動に協力し
ています。新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、今後は献血バスによる大規模なイベントも計画中です。
また、現在のところは、30 名ほどの献血実施がありました。献血は希望者でも体況上の理由により
実際には献血できないことがあります。定期的にイベントを行い、年間を通して献血者の確保に貢
献したいと思います。
変化スピードが劇的に速くなったデジタルの時代だからこそ、人と人とのアナログ的な繋がりがよ
り大切になるのではないでしょうか。
これからも私たちは、全国の JAIFA 会員の繋がりを信じて、社会貢献活動を続けて参ります。新型
コロナウイルス感染症の影響がまだ続いておりますが、毎日を明るく楽しく過ごしましょう！

地元新聞でメガネ回収を 
呼び掛けた

献血者の確保に貢献

メガネ回収のボランティアで
200 個を超えるメガネが
集まりました！

49
推計人口 156 万 6,119 人

（2022 年 7 月 1 日現在）

鹿児島県
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ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。

●�映像で学ぶ“生命保険提案”�
（相続や法人など生命保険提案の基礎知識が�
映像から学べます）

10月追加予定：【法人への提案】見込み客の見つけ方①

新コンテンツ

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
●  2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。

J
A
I
F
A
学
習
帖
の

ロ
グ
イ
ン
方
法

2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

10月～12月のアクセスコード「1201」を
入力し、ログインボタンをクリック







「生命保険の月」に寄せて
一般社団法人 生命保険協会

スマホの写真を整理して、
スッキリと！

写真をたくさん撮りすぎてデータがいっぱいになっていませんか！？
特 集

特集 第7回
プライベートを充実させる！

会長 稲垣 精二 氏

トリプルアニバーサリーイヤー

令和ゆかりの地にて令和ゆかりの地にて

JAIFA創立60周年JAIFA創立60周年
in記念大会記念大会 福岡開催！

2022年10月13日（木）・14日（金）

1010
202220222022

10
2022

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』10月号は、
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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください
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